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あ
～
よ
い
よ
い

撮
影
場
所
：
鹿
角
花
輪
駅
前

　

８
月
19

日
か
ら
20

日
に
か
け
て
、
花
輪
ば
や
し
が
開
催

さ
れ
、
テ
ン
ポ
の
い
い
お
囃
子
は
訪
れ
た
方
々
を
魅
了
し

ま
し
た
。
（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）
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k a z u n o  n e w s

　

7
月
27
日
、
花
輪
商
店
街
を
舞

台
に
、
浅
利
純
子
杯
争
奪
第
13
回

鹿
角
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
、

北
東
北
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
全
53

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。 

　

気
温
が
30
度
近
い
暑
さ
の
中
、

選
手
ら
は
襷
を
つ
な
ご
う
と
懸
命

に
走
り
抜
き
、
沿
道
に
詰
め
か
け

た
た
く
さ
ん
の
観
衆
か
ら
は
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
男
子
の
部
で
は
、
花
輪

第
一
中
学
校
の
ア
ン
カ
ー
古
田
選

手
が
逆
転
し
、
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
鹿
角
を
彩
る
伝
統
の
夏

祭
り
が
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
７
日
、
８
日
に
花
輪
の
七

夕
行
事
で
あ
る
「
花
輪
ね
ぷ
た
」

が
行
わ
れ
、
巨
大
灯
ろ
う
と
大

太
鼓
が
ま
ち
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

７
日
に
は
、
大
太
鼓
と
王
将
の
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る

大
太
鼓
の
演
奏
と
王
将
の
美
し
さ

が
競
わ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、
秋
田
県
無
形
民
俗

文
化
財
の
「
大
湯
大
太
鼓
ま
つ
り
」

が
道
の
駅
お
お
ゆ
で
開
催
さ
れ
、

重
厚
な
太
鼓
の
音
が
大
湯
の
ま
ち

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

19
日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
「
花

輪
ば
や
し
」
で
は
、
豪
華
絢
爛
な

屋
台
が
花
輪
の
ま
ち
を
練
り
歩
き
、

勇
壮
な
お
囃
子
が
訪
れ
た
観
客
の

心
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。
一
番
の
見

ど
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
駅
前
行
事
で

は
、
全
10
町
内
の
屋
台
が
集
結
し
、

そ
の
迫
力
と
美
し
さ
に
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
第
72
回
十
和
田
八

幡
平
駅
伝
競
走
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
炎

天
下
で
の
過
酷
な
レ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
が
、
選
手
は
力
強
い
走

り
で
懸
命
に
襷
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

女
子
の
部
で
は
、
東
北
福
祉
大

Ａ
が
優
勝
を
飾
り
、
男
子
の
部
で

は
、
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

地
元
出
身
の
選
手
も
出
場
す
る

な
ど
、
沿
道
に
は
多
く
の
観
客
が

詰
め
か
け
、
選
手
た
ち
に
拍
手
と

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
、
第
40
回
八
幡
平
相

撲
大
会
が
八
幡
平
相
撲
場
で
開
催

さ
れ
、
秋
田
、
青
森
、
岩
手
の
小

学
生
力
士
お
よ
そ
90
人
が
力
を
ぶ

つ
け
合
い
ま
し
た
。

　

40
回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
、

元
大
関
魁
皇
の
浅
香
山
親
方
が
招

か
れ
、
弟
子
と
と
も
に
小
学
生
た

ち
に
稽
古
を
つ
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
稽
古
の
一
部
が
披
露

さ
れ
、
相
撲
の
基
本
で
あ
る
四し

こ股

の
練
習
量
に
、
場
内
か
ら
は
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
に
稽
古
を
つ
け

る
場
面
で
は
、
子
ど
も
た
ち
３
人

が
か
り
で
力
士
を
押
し
ま
し
た
が
、

動
じ
る
こ
と
な
く
簡
単
に
持
ち
上

げ
る
な
ど
し
て
、
観
客
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

　

8
月
16
日
に
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、

新
成
人
２
３
３
人
が
会
場
に
集
ま

り
ま
し
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
市
内
各

中
学
校
の
卒
業
生
代
表
5
人
が

住
み
た
い
ま
ち
に
つ
い
て
主
張
し
、

新
成
人
が
そ
れ
ぞ
れ
共
感
で
き
る

主
張
に
投
票
す
る
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
も
票
を
得
た
主
張

は
、
兎
澤
真
衣
子
さ
ん
で
「
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
」
で
す
。
こ
の
主
張
は
、

後
日
市
議
会
に
意
見
と
し
て
提
出

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
、
新
成
人
代

表
の
松
岡
立た
つ
るさ
ん
が
「
十
和
田
八

幡
平
の
よ
う
な
雄
大
な
心
を
も
ち
、

尾
去
沢
鉱
山
の
よ
う
な
輝
か
し
い

人
生
を
歩
み
た
い
」
な
ど
と
、
理

想
の
将
来
像
を
鹿
角
の
魅
力
に
例

え
て
述
べ
、「
鹿
角
を
も
っ
と
素
晴

ら
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
日
々

成
長
し
ど
ん
な
こ
と
に
も
あ
き
ら

め
な
い
立
派
な
大
人
に
な
り
ま

す
。」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

真
夏
の
鹿
角
を
駆
け
抜

け
る 

十
八
駅
伝

鹿
角
の
夏
を
彩
る 

伝
統
の
祭
り希

望
を
胸
に 

鹿
角
市
成
人
式

未
来
を
担
う
ア
ス
リ
ー
ト

の
熱
戦 

浅
利
純
子
杯

八
幡
平
相
撲
大
会

広
報
か
づ
の
「
ま
ち
の

話
題
」
掲
載
写
真
は
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
写
真
は
、
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
著
作
権
な
ど
の
関
係
で
提

供
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

　

☎
30
‐
０
２
０
５

　

7
月
30
日
、
文
化
庁
に
お
い
て

文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会

が
開
催
さ
れ
、
大
湯
環
状
列
石
を

含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
」
が
今
年
度
の
世
界
文
化

遺
産
推
薦
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
競
合
す
る
自
然
遺
産

な
ど
が
な
い
見
通
し
で
、
２
０
２
１

年
の
登
録
に
向
け
、
大
き
な
前
進

と
な
り
ま
し
た
。

　

７
度
目
の
挑
戦
で
の
悲
願
達
成

と
な
り
、
地
元
住
民
や
関
係
者
は
、

喜
び
に
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候

補
に
決
定

まちの話題



　

昨
年
７
月
に
は
、
西
日
本
を
中
心
に
大
規
模

な
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
、
九
州
、
四
国
な
ど
の
太
平
洋
側
で
立
て
続

け
に
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
８
月
に
入
り

台
風
も
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま

た
、
今
年
６
月
に
は
山
形
県
沖
を
震
源
と
し
た

最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、
火

山
噴
火
も
含
め
て
、
い
つ
、
ど
こ
で
災
害
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
り
、
災
害

規
模
も
激
甚
化
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
19
年
と
平
成
25
年

の
９
月
に
豪
雨
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
発
生
し

た
ほ
か
、
台
風
や
梅
雨
前
線
に
よ
る
水
害
は
ほ

ぼ
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
幸
い
大
き
な
被
害

に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
昨
年
も
５
月
と

８
月
に
一
部
地
域
に
避
難
準
備
、
高
齢
者
な
ど

避
難
開
始
情
報
を
発
令
し
ま
し
た
。
改
め
て
日

ご
ろ
か
ら
の
災
害
に
対
す
る
備
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

国
で
は
、
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
の
際
、

住
民
へ
の
避
難
情
報
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
受
け
て
、
新
た
に
「
警
戒
レ
ベ
ル
」

を
用
い
た
避
難
情
報
を
発
令
す
る
よ
う
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
見
直
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
６
月
１

日
か
ら
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
用
い
た
運
用
を
開

始
し
て
お
り
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
早
い
段
階
で
警
戒
レ
ベ
ル
を
付
し
た
災

害
情
報
を
発
令
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ご

自
身
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
時
の
情

報
収
集
や
避
難
方
法
な
ど
を
今
一
度
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
27
年
12
月
に
全
戸
配
付
し
た

「
鹿
角
市
防
災
マ
ッ
プ
」
に
は
各
災
害

の
基
本
的
な
情
報
に
加
え
、
災
害
種

別
ご
と
の
市
内
指
定
避
難
所
や
地
域

ご
と
の
土
砂
災
害
危
険
区
域
、
浸
水

想
定
範
囲
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
て

お
り
、
災
害
時
の
持
ち
出
し
品
や
ご

自
宅
の
防
災
対
策
な
ど
も
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、災
害
時
に
は
、「
鹿
角
市
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
（
登
録
制
）」
や
「
鹿

角
き
り
た
ん
ぽ
Ｆ
Ｍ
」
を
活
用
し
て

災
害
情
報
を
発
信
し
ま
す
が
、
秋
田

県
や
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送
な
ど
の
情
報
も
活

用
し
、
よ
り
安
全
に
避
難
を
行
う
た

め
、
ご
自
身
で
も
正
確
な
災
害
情
報

の
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

豪
雨
時
に
は
、
正
確
な
情
報
の
収

集
に
努
め
、
雨
の
降
り
方
や
浸
水
の

状
況
に
注
意
し
、
危
険
や
不
安
を
感

じ
た
ら
、
早
め
に
自
主
的
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が

考
え
ら
れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
特

に
早
め
の
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
避
難
す
る
前
に
浸
水
し
て
し
ま
っ

た
時
や
激
し
い
雨
の
時
に
は
、
無
理

を
し
て
避
難
所
に
行
く
こ
と
は
危
険

で
す
。

　

も
し
避
難
が
遅
れ
た
な
ど
や
む
を

得
な
い
場
合
に
は
、
土
砂
崩
れ
が
心

配
さ
れ
る
斜
面
と
反
対
側
の
２
階
の

部
屋
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
動
き
や
す
く
安
全
な
服
装
で

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾
で
頭
を

保
護
し
、
靴
は
ひ
も
で
締
め
ら
れ
る

運
動
靴
を
は
き
ま
し
ょ
う
。
は
だ
し

や
長
靴
は
厳
禁
で
す
。

②
足
元
に
注
意
を

　

水
面
下
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側

溝
な
ど
の
危
険
な
場
所
が
隠
れ
て
い

ま
す
。
長
い
棒
を
つ
え
代
わ
り
に
し

て
、
確
認
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

③
歩
け
る
深
さ

　

大
人
で
50
㎝
以
上
、
子
ど
も
（
小

学
校
5
・
6
年
生
）
で
20
㎝
以
上
に

な
る
と
歩
行
が
困
難
に
な
り
、
さ
ら

に
流
速
が
早
い
ほ
ど
危
険
度
は
増
し

ま
す
。
膝
の
高
さ
で
流
れ
が
速
い
場

合
は
、
高
所
で
救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

④
子
ど
も
や
高
齢
者
を
安
全
に

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど

は
背
負
い
、
幼
児
は
浮
き
袋
、
乳
児

は
ベ
ビ
ー
バ
ス
を
利
用
し
て
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　　　「警戒レベル」を付した避難情報の発令

　　　地区の避難所・避難場所を確かめましょう

避難情報など 防災気象情報など

警戒レベル 避難行動など 避難情報など 警戒レベル相当情報

警戒レベル 5
すでに災害が発生している状況です。命を守るための

最善の行動をとりましょう。

災害発生情報

（市が発令）

・氾濫発生情報

・大雨特別警報 など

警戒レベル 4 速やかに避難先へ避難しましょう。公的な避難場所へ

の移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所や

自宅内のより安全な場所に避難しましょう。

避難勧告

避難指示（緊急）

（市が発令）

・氾濫危険情報

・土砂災害警戒警報 など

警戒レベル 3 避難に時間を要する方（高齢の方、障がいのある方、

乳幼児）とその支援者は避難しましょう。その他の方

は、避難の準備を整えましょう。

避難準備・

高齢者など避難開始

（市が発令）

・氾濫警戒情報

・洪水警報 など

警戒レベル 2
避難に備え、ハザードマップなどにより、自ら避難行

動を確認しましょう。

・洪水注意報

・大雨注意報 など

警戒レベル 1 災害への心構えを高めましょう。 ・早期注意情報 など

警戒レベル相当情報

は、国や県、気象庁な

どが発令するもので、

自主的に避難行動をと

るための参考となる情

報です。

全員避難

高齢者など
は避難

　「国の避難勧告等ガイドライン」の改定により、水害・土砂災害について、市が出す避難情報と、国や県、気象

庁が出す防災気象情報が 5 段階に整理されました。市では、防災メールやラジオなどで避難情報を呼びかけます。

　災害発生時には、第１避難所を優先的に開設します。

　市では、防災メールやラジオなどにより避難所の開設情報を発信しますので、情報を収集し、

お近くの避難所に避難してください。

※上記の各種情報は、警戒レベル 1 ～ 5 の順番で段階的に発令・発表されるとは限りません。

情報が急変することもあります。

災害から身を守るために
～ 9 月は防災月間です～

指定緊急避難場所・
指定避難所

所在地

1 文化の杜交流館コモッセ 花輪字八正寺 13
2 柴平地域活動センター 花輪字八幡平 12-1
3 交流センター 花輪字荒田 1-1

4 大湯地区市民センター 十和田大湯字権現堂 22-1

5 十和田市民センター 十和田毛馬内字城ノ下 7-5

6 錦木地区市民センター 十和田錦木字浜田 91-1

7 尾去沢市民センター 尾去沢字軽井沢 46-5

8 八幡平市民センター 八幡平字小豆沢碇 114

9 大湯小学校 十和田大湯字権現堂 15-1
10 大湯温泉総合振興プラザ 十和田大湯字中田 23-3
11 旧草木小学校 十和田草木字大畑 70

12 十和田高校 十和田毛馬内字下寄熊 12

13 十和田中学校 十和田毛馬内字上土ヶ久保22-1

14 十和田小学校 十和田毛馬内字上新田 1-1

15 旧末広小学校 十和田末広字不動平 4-1

31 八幡平中学校 八幡平字諸田 4-1

32 八幡平小学校 八幡平字長嶺川原 1

33 湯瀬体育館 八幡平字湯瀬一羽根 45-2

34 谷内地区市民センター 八幡平字仲の沖 100

28 尾去沢中学校 尾去沢字上山 239
29 尾去沢小学校 尾去沢字上山 201-1
30 旧尾去沢デイサービスセンター 尾去沢字軽井沢 47-9

16 平元小学校 花輪字源田平 6-1
17 花輪第二中学校 花輪字高市向 35
18 下川原地域活動センター 花輪字下川原 35-4

19 花輪北小学校 花輪字新川端 20

20 山村開発センター 花輪字荒田 4-1

21 記念スポーツセンター 花輪字荒田 4-1

22 アメニティパーク 花輪字小坂 8-1

23 花輪第一中学校 花輪字陳場 125

24 花輪小学校 花輪字中花輪 88

25 福祉プラザ 花輪字上中島 93

26
鹿角トレーニングセン
ターアルパス

花輪字百合沢 81-1

27 花輪高校 花輪字明堂長根 12

第 1 避難所

第２避難所

【十和田地区】

【花輪地区】

鹿角市防災ラジオ

その他の情報サイト

鹿角市メール配信サービス

【尾去沢地区】

【八幡平地区】

　 市 で は、 鹿 角 き り た ん ぽ FM

（79.1MHz）に依頼し、緊急放送を発

信します。

　通常のラジオ放送を受信しなが

ら、緊急放送を自動的に受信する

機能を持つ「防災ラジオ」を有償

（3,500 円）で貸し出しています。

※５年以上の利用で返却

の必要がなくなります。

鹿角市ホームページ　秋田県防災

　　　　　　　　　　ポータルサイト

気象庁ホームページ　国土交通省

　　　　　　　　　　【川の防災情報】

e-kazuno@xpressmail.jp

　上記アドレスに空メールを送信すると登録用の

メールが返信されます。画面

に従い入力することで登録す

ることができます。

※防災情報のほか、設定によ

り市のさまざまな情報を受信

できます。

情
報
収
集
の
方
法

避
難
時
の
注
意
点

問 総務課危機管理室 ☎ 30-0299

※
詳
し
く
は
、
鹿
角
市
防
災
マ
ッ
プ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
防
災

マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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高校生ならではの視点で、市の魅力を見つけ情報発信する

かづの高校生広報室

　

高
校
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
市
の

魅
力
を
見
つ
け
、
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
市
の
認
知
度
や
若
い
世
代
の

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
か
づ

の
高
校
生
広
報
室
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
の

投
稿
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
、
広

報
か
づ
の
へ
の
記
事
掲
載
な
ど
、
活

動
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
さ
と
ま
さ
ん
と
よ
よ

さ
ん
、
さ
き
な
さ
ん
の
３
人
で
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
３
期
生
と
な
る
３

人
に
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
意

気
込
み
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
広
報
室
員
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

　

 

☎
30
‐
０
２
０
５

①
鹿
角
の
良
い
と
こ
ろ
を
た

く
さ
ん
発
信
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

②
鹿
角
は
、
毛
馬
内
盆
踊
り

や
花
輪
ば
や
し
な
ど
、
伝

統
的
な
祭
り
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
が
自
慢
で
す
。

③
伝
統
を
し
っ
か
り
と
伝
承

し
て
い
る
こ
と
や
大
き
な

自
然
災
害
が
少
な
い
こ
と

で
す
。

３
人
に
は
こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

①
活
動
へ
の
意
気
込
み

②
鹿
角
の
魅
力

③
特
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と 　昨年、本市を会場に予定していた第５回大会は、台風の接近

により中止となりましたので、あらためて第６回大会を本市で

開催します。

　県内全ての市町村が一堂に会し、市町村を代表する選手によ

る駅伝大会で、道の駅おおゆを発着点に小学生から壮年（40

歳以上）までが 9 区間にわたってタスキをつなぎます。

　前日の５日土は、道の駅おおゆを会場に、15 時から行われ

る開会式に先立ち、10 時から県内各地のご当地自慢フェスティ

バルが開催されます。

　本市チームは、過去４回の大会すべてで表彰台に登る活躍を

見せており、地元開催の今大会は、３年ぶりの優勝を目指して

いますので、沿道からのご声援をお願いします。

ふるさとあきたラン！
鹿角大会

秋田25市町村対抗駅伝

10月6日日 11 時号砲

区間
距離

（Km）
指定選手 中継所

通過予定
時刻

1区 1.4 小学生男子 スタート／道の駅おおゆ 11：00

2 区 1.0 小学生女子 第 1 秋田銀行大湯支店 11：05

3 区 4.0 壮年 第 2 秋田銀行大湯支店 11：08

4 区 3.0 中学生女子 第 3 鹿角微笑苑 11：20

5 区 3.6 中学生男子 第 4 旧十和田南ドライブイン 11：31

6 区 5.4 高校生男子 第 5 日産サティオ秋田鹿角店 11：42

7 区 7.8 一般男子 第 6 秋田銀行花輪支店 11：59

8 区 2.9 一般女子 第 7 としま農園 12：23

9 区 3.8 高校生女子 第 8 大湯ストーンサークル館 12：32

ゴール／道の駅おおゆ 12：45

通行規制について

コース概要　9 区間 全長 32.9㎞

左図のコースで、選手が通過する時間に交通規制が行われます。

▪時間　10 時～ 13 時

問 秋田 25 市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！実行委員会

　 ☎ 018-825-2520

　 スポーツ振興課　☎ 30-0297

①
み
ん
な
が
鹿
角
を
好
き
に
な

れ
る
よ
う
魅
力
的
な
情
報
を

伝
え
た
い
で
す
。

②
ス
キ
ー
場
や
豊
か
な
自
然
、

映
画
の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人

柄
や
町
の
雰
囲
気
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

③
き
り
た
ん
ぽ
や
ス
キ
ー
、
花

輪
ば
や
し
、
映
画
の
ロ
ケ
地

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
動
画

を
活
用
し
な
が
ら
発
信
し
た

い
で
す
。

花輪高校３年生
ニックネーム：さとま

十和田高校 1 年生
ニックネーム：よよ

鹿
角
の
魅
力
を

発
信
し
ま
す
！

①
高
校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
な

発
想
で
、
地
元
鹿
角
の
魅
力

を
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
か

ら
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

②
鹿
角
市
民
憲
章
「
緑
と
水
の

映
え
る
ま
ち
」
の
よ
う
な
鹿

角
は
、
素
晴
ら
し
く
美
し
い

土
地
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
主
要
な
伝
統
芸
能
や
場
所
の

ほ
か
、
隠
れ
て
い
る
小
さ
な

魅
力
を
発
見
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
多
く

の
方
々
に
発
信
し
ま
す
。

大
会
ポ
ス
タ
ー

としま農園

花輪高校 1 年生
ニックネーム：さきな

かづの高校生広報室

フェイスブックはこちら
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市
で
は
、「
第
６
次
鹿
角
市
総
合
計

画
」
に
お
い
て
、「
笑
顔
が
つ
な
が
り

活
力
を
生
む
ま
ち
・
鹿
角
」
を
将
来

都
市
像
と
し
て
定
め
、
そ
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
が
導
入

し
て
い
る
行
政
評
価
制
度
の
外
部
評

価
と
し
て
、
施
策
の
効
果
と
需
要
を

調
査
・
把
握
す
る
ほ
か
、
市
民
の
意

識
や
意
見
な
ど
を
集
約
し
、
今
後
の

施
策
推
進
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

満
18
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
市
民

７
０
０
人
の
方
に
配
付
し
、
４
８
０

人
の
方
（
回
収
率
68
・
６
％
）
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
な
結
果

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
ほ
か
、
各
図
書
館
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

前
年
を
1
・
4
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、「
男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
」、「
や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
」
と
回
答
し
た
方
の
割
合
は
62
・

８
％
で
依
然
と
し
て
高
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
平
等
で
あ
る
」
と
回
答
し

た
男
女
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、
男

性
が
前
年
度
よ
り
8
・
5
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
一
方
、
女
性
は
3
・

9
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
男
女

間
の
意
識
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

男
女
の
役
割
に
関
す
る
固
定
的
な

観
念
を
解
消
し
、
性
別
に
関
わ
り
な

く
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

啓
発
活
動
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　　

前
年
よ
り
6
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
お
り
、
芸
術
鑑
賞
す
る
機
会
が
徐
々

に
増
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ

　

前
年
を
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
育
て
世
代

お
よ
び
女
性
の
回
答
率
は
50
％
を
上

回
る
評
価
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際

に
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
世
代
か
ら
は
評
価
を
得
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

必
要
と
考
え
る
子
育
て
支
援
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
支
給
年

齢
の
引
き
上
げ
や
支
給
額
の
増
額
、

保
育
料
や
教
育
費
用
の
助
成
を
望
む

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
多

子
世
帯
の
保
育
料
の
無
償
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
る
も
の
の
、
さ
ら
な
る

経
済
的
支
援
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

セ
で
芸
術
鑑
賞
を
し
た
割
合
は
67
・

５
％
と
昨
年
よ
り
11
・
2
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
40
代
で
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
親
子
向
け
の

公
演
が
前
年
よ
り
も
少
な
か
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
魅

力
的
な
芸
術
鑑
賞
機
会
を
創
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
よ
り
5
・
8
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。
例
年
と
同
様
に
、
男
女

別
で
は
女
性
の
利
用
が
多
く
、
年
代

別
で
は
30
代
の
利
用
が
最
も
多
い
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
度
も

利
用
し
な
か
っ
た
方
の
理
由
と
し
て
、

「
用
事
が
な
い
」「
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト

を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
声
が
多
く
、
一
度
も
利
用
し
た

こ
と
が
な
い
人
へ
の
興
味
関
心
を
引

き
出
す
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

前
年
よ
り
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
下
回

　

前
年
を
4
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

結
果
と
な
り
、
順
調
に
利
用
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
50
代
で
11
・
２
ポ

イ
ン
ト
、
60
代
で
5
・
６
ポ
イ
ン
ト
、

70
代
で
12
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

お
り
、
年
代
間
の
差
も
縮
小
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

利
用
機
器
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
が
最
も
多
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
前
年
と
比
較
す
る
と

70
代
を
除
く
す
べ
て
の
年
代
で
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
が
増
加
し
て

お
り
、
利
便
性
の
良
い
機
器
の
普
及

が
、
利
用
割
合
の
増
加
に
寄
与
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　　　　

前
年
よ
り
8
・
0
ポ
イ
ン
ト
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
住
み
よ
い

と
感
じ
る
理
由
と
し
て
は
、「
自
然
の

豊
か
さ
や
気
候
な
ど
の
環
境
」「
治
安

や
災
害
へ
の
不
安
の
少
な
さ
」
な
ど

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
住

み
よ
い
と
感
じ
な
い
理
由
と
し
て
は
、

「
医
療
や
福
祉
環
境
へ
の
不
満
」や「
買

い
物
の
不
便
さ
」
な
ど
が
多
く
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
み
ご
こ
ち
は
、
福
祉
や
雇
用
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
含
む
総
合
的

な
指
標
で
あ
り
、
定
住
意
識
の
根
幹

と
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
市
の

持
つ
魅
力
を
十
分
発
揮
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
計
画
的
な
社
会
基
盤
の
整
備

を
推
進
し
、
満
足
度
の
向
上
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

前
年
か
ら
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。

　

不
便
を
感
じ
る
理
由
と
し
て
、「
バ

ス
、
鉄
道
と
も
に
運
行
本
数
が
少
な

い
」、「
土
日
や
祝
日
の
運
行
が
無
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
多
く
、
乗
り
換
え

の
不
便
さ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
運
行

本
数
を
縮
小
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、

増
便
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
な
ど
に
よ
り

主
要
な
路
線
を
確
保
す
る
ほ
か
、
予

約
型
デ
マ
ン
ド
運
行
や
地
域
主
体
の

乗
合
交
通
の
取
り
組
み
を
進
め
る
な

ど
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
利
用
促
進
の
た
め
の
情
報

提
供
や
啓
発
活
動
に
よ
り
、
市
民
の

関
心
を
高
め
、
地
域
に
必
要
な
公
共

交
通
の
維
持
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
以
降
、
継

続
し
て
50
％
以
上
を
保
っ
て
い
ま
す

が
、
横
ば
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

30
代
、
40
代
で
は
、「
運
動
を
ほ
と
ん

ど
や
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
方
が

50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
タ
ー
ト
ル
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し

て
開
催
し
、
多
く
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
よ
う
啓
発
に
努
め
な
が

ら
、
特
に
働
き
盛
り
の
世
代
の
運
動

実
施
率
を
高
め
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　　

前
年
よ
り
1
・
8
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
ま
し
た
。
年
代
別
で
み
る
と
、
30

歳
未
満
以
外
の
す
べ
て
の
世
代
で
前

年
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の

世
代
も
目
標
値
の
75
％
に
到
達
し
て

い
ま
せ
ん
。
地
域
活
動
に
参
加
し
な

か
っ
た
理
由
は
、
仕
事
の
都
合
や
育

児
、
介
護
の
ほ
か
、
活
動
の
情
報
を

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

目
指
し
、
多
く
の
世
代
が
活
動
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
で
す
。

  　

前
年
よ
り
3
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
ま
し
た
。
年
齢
別
で
は
、
30
代
が

7
・
１
ポ
イ
ン
ト
、
50
代
が
7
・
６

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
一
方
で
、
30
代

未
満
で
は
23
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
年
層
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
理
由

と
し
て
は
、
買
い
物
を
す
る
場
所
や

遊
ぶ
場
所
の
少
な
さ
を
挙
げ
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
し

や
す
い
駐
車
場
が
少
な
い
、
公
共
交

通
機
関
が
不
便
と
い
っ
た
交
通
に
関

す
る
理
由
は
、
年
代
を
問
わ
ず
例
年

同
様
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
満
足
度
を
高
め
る

た
め
に
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
各
店
舗
の
魅
力
向
上

と
と
も
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善

が
必
要
で
す
。

　

前
年
を
6
・
２
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

ま
し
た
。
地
区
別
で
は
花
輪
地
区
が

3
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
減
、
十
和
田
地

区
が
11
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
減
、
八
幡

平
地
区
が
8
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
減
と

な
っ
た
一
方
で
、
尾
去
沢
地
区
が
8
・

２
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
で
は
30
歳
未
満
と

70
歳
以
上
を
除
く
す
べ
て
の
世
代
で

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

愛
着
は
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
を
高

め
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
雰
囲
気
の

醸
成
や
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
の
礎

と
な
る
こ
と
か
ら
、
鹿
角
ブ
ラ
ン
ド

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
愛
着
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
満
足
度

公
共
交
通
に
不
便
を

感
じ
る
割
合

45.0％

男
女
の
地
位
が
平
等
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
割
合

27.3％

中
心
市
街
地
の
環
境
に

満
足
し
て
い
る
割
合

52.9％

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
者
の
割
合

77.9％

鹿
角
に
愛
着
を
感
じ

る
割
合

63.1％

住
み
ご
こ
ち
に
満
足

し
て
い
る
割
合

43.1％

社
会
活
動
・
地
域
活

動
の
参
加
割
合

54.8％

週
１
回
以
上
の
頻
度

で
運
動
す
る
割
合

50.3％

１
年
間
に
コ
モ
ッ
セ

を
利
用
し
た
割
合

61.1％

１
年
間
で
芸
術
鑑
賞

に
親
し
ん
だ
割
合

41.0％

22.3％

令
和
元
年
度

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
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行政 information

市
の
施
策
に
つ
い
て

　

市
が
進
め
て
い
る
36
分
野
の
施
策

を
示
し
、
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
も

の
、
強
化
す
べ
き
も
の
を
５
つ
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
る
施
策

1 

観
光
の
振
興

　

最
も
高
い
評
価
を
得
た
の
は
、「
観

光
の
振
興
」
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
で
あ
る
花
輪
ば
や
し
の
Ｐ
Ｒ

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、
道
の

駅
か
づ
の
あ
ん
と
ら
あ
や
道
の
駅
お

お
ゆ
を
中
心
に
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
る
こ
と
、
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ

イ
ト
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
こ
と
な
ど
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

観
光
客
数
お
よ
び
宿
泊
客
数
は
前

年
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
観
光
振

興
の
施
策
の
展
開
に
よ
っ
て
、
市
民

が
成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
幅
に
順
位
を
上
げ
た
理

由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2 

子
育
て
支
援
の
充
実

　

2
番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は
、

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
で
、
保
育

料
の
軽
減
や
高
校
生
ま
で
の
マ
ル
福

な
ど
の
経
済
的
支
援
を
は
じ
め
、
一

時
預
か
り
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
充

実
が
子
育
て
世
代
を
中
心
に
高
い
満

足
度
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

出
産
や
小
児
科
医
な
ど
の
充
実
を
望

む
市
民
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
育
て
支
援
と
医
療
体
制
の

充
実
の
両
面
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3 

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

3
番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
で
、
定
期
的

な
健
診
の
実
施
と
と
も
に
、
対
象
者

へ
の
呼
び
か
け
や
案
内
が
丁
寧
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

4 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

4
番
目
に
多
く
の
方
か
ら
選
択
さ

れ
た
の
は
「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
で
、

介
護
予
防
施
設
の
整
備
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
対
応
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

意
見
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
年

度
は
過
去
3
年
間
の
中
で
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
店
舗
の
少
な
さ
や
、

人
通
り
が
少
な
く
活
気
が
感
じ
ら
れ

な
い
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
と
し
て

挙
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
継
者

の
不
在
に
よ
り
、
店
舗
の
存
続
を
危

惧
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。

❸ 

雇
用
の
安
定

　

３
番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は

「
雇
用
の
安
定
」
で
、
若
年
層
の
市
外
・

県
外
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
若
者
の

働
く
場
の
確
保
や
賃
金
の
向
上
を
求

め
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
働
き
手
の
不
足
で
、
育

休
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

働
き
方
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
高
水
準
で
推
移
し

て
い
る
有
効
求
人
倍
率
が
表
す
人
手

不
足
の
実
態
が
新
た
な
課
題
を
生
ん

で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❹ 

学
校
教
育
の
充
実

　

４
番
目
の
「
学
校
教
育
の
充
実
」

で
は
、
児
童
生
徒
の
将
来
の
夢
に
結

び
つ
く
よ
う
な
教
育
や
、
地
元
へ
の

Ｕ
タ
ー
ン
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う

な
教
育
を
望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

5 

鹿
角
ラ
イ
フ
の
促
進

　

5
番
目
は
「
鹿
角
ラ
イ
フ
の
促
進
」

で
、
移
住
促
進
の
取
り
組
み
が
報
道

な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
、
充
実
し
た
移
住
支
援
策

に
よ
っ
て
、
着
実
に
移
住
実
績
を
上

げ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
目
に
見
え
る

形
で
成
果
に
表
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

と
感
じ
る
施
策

❶ 

地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

最
も
多
く
の
方
に
選
択
さ
れ
た

の
は
「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」
で
、

特
に
30
代
か
ら
40
代
の
女
性
層
で
産

科
医
の
確
保
と
小
児
科
医
の
充
足

を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
策
は
、
子
育
て
支
援
施
策
に

も
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
市
民
に

と
っ
て
、
両
方
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❷ 

商
店
街
の
活
性
化

　

2
番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は

「
商
店
街
の
活
性
化
」
で
、
こ
の
施

策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
考
え
る

❺ 

地
域
産
業
の
活
性
化

　

公
共
交
通
の
確
保

　

５
番
目
は
「
地
域
産
業
の
活
性
化
」

で
、
例
年
同
様
に
企
業
誘
致
の
継
続

や
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
創
出

を
望
む
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
順
で
「
公
共
交
通
の

確
保
」
が
選
ば
れ
て
お
り
、
高
齢
化

に
伴
う
自
動
車
運
転
免
許
返
納
後
の

対
策
を
望
む
声
が
30
代
以
上
の
幅
広

い
世
代
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

今
回
、
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
も

の
の
中
で
は
、
観
光
の
振
興
な
ど
が

大
き
く
順
位
を
上
げ
て
お
り
、
ま
た
、

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
に
も
変
動

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
よ
り
深
く
分
析
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
、
戦
略

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

政
策
企
画
課 

総
合
戦
略
室

 　

☎
30
‐
０
２
０
１

日時 場所

毎月 8・18・28 日
9 時 30 分～ 11 時 30 分

関善賑わい屋敷
（花輪）

毎月 2・12・22 日
9 時 30 分～ 11 時 30 分

多世代交流スペー
スどまっこ

（毛馬内）

　「つらい。苦しい。悲しい。助けて。」もしあな

たが悩みを抱えていたら、

ぜひ相談してください。

　誰に相談してよいのか

わからないときは相談窓

口をご利用ください。相談

はすべて無料です。秘密は

守ります。

【こころの個別相談】※予約が必要☎ 30-0103

　臨床心理士が悩みを聴きます。ご本人はもちろ

ん、身近に悩みを抱えた人がいる方もご利用くだ

さい。

※日時・会場は、平日の 10 時～ 16 時の間で相

談者にあわせて調整します。（時間は 1 時間程度）

【テレフォン病院２４】

　24 時間 365 日、看護師などの医療スタッフ

にいつでも電話で相談ができます。

☎ 0120- 9
きゅうでもいつでもください

5 9 -7
な や み

83

【ウェブ相談】

ウェブページの「ファミリーケアネットワーク」

にアクセスし、「 9
きゅうでもいつでもください

5 9 7
な や み

83」を入力し、

ログインします。ページにあるメニューの下段左

「ウェブ相談窓口」にアクセスし、案内にしたがっ

てご利用ください。

【ふれあいサロン】

　ふれあいパートナー（傾聴ボランティア）とお

茶を飲みながら、ゆっくりと話ができます。

自殺予防街頭キャンペーンのお知らせ

　9 月 15 日日に行われるかづの元気フェスタ内

で、自殺予防街頭キャンペーンを行います。リー

フレットや関連グッズを配布し、つらいときの相

談窓口を紹介します。

問 健康ライフ課 介護予防班 ☎ 30-0103

携
帯電話などの小型家電（通称こでん）には、

レアメタルなどの有用な金属が含まれてお

り、貴重なリサイクル資源となります。環境に優

しい循環型社会の構築に向け、下記の日程により

こでん回収を行います。

　市役所や各市民センターなどに常時設置してい

る回収ボックス（15cm × 25cm）に入らない

サイズの家庭用電化製品も回収しますので、皆さ

んのご協力をお願いします。

▶日時　９月 23 日月 ８時～ 11 時

▶回収場所　記念スポーツセンター前

▶回収対象品目

・使用済小型家電（各家庭で使用したもの）

　（パソコン、パソコン周辺機器、携帯電話端末、

固定電話機、ファックス、据置型ゲーム機、充電

器や各種ケーブル類、ＤＶＤ／ＢＤレコーダ、デ

ジタルカメラ、デジタルオーディオプレーヤー、

カーナビなど）

※乾電池や充電池、電球などは取り外してくださ

い。取り外せない機器は放電してください。

▶回収対象外品目

・事業系廃棄物（事業所で使用していたパソコン

など）

・医療廃棄物

・パソコン用ディスプレイのうち、ブラウン管製

のもの

・指定不用品回収品目（電子レンジ、掃除機、扇

風機、除湿器、冷風扇、空気清浄機）

・通常の不燃ごみ収集で廃棄できるもの（電気こ

たつ、蛍光灯器具、電子楽器など）

・家電リサイクル法の対象品目（テレビ、エアコン、

冷蔵庫／冷凍庫、洗濯機）および衣類乾燥機

※回収対象外品目は、持参いただいても受け取る

ことができません。記載のない小型家電が回収対

象品目となるかなどの詳細については、下記にお

問い合せください。

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

9 月 10 日火は世界自殺予防デーです

貴重なリサイクル資源を大切に

9 月10日火～16 日月は自殺予防週間

こでん（使用済小型家電）の無料回収

2019 年 9 月号11 KAZUNO CITY 2019 年 9 月号 10KAZUNO CITY
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行政 information

▶開講式　10 月５日土 10 時～ 12 時

▶講座開催日程　毎週土曜日　全 18 回

▶場所　福祉保健センター２階 研修室

▶定員　15 人（定員になり次第締切）

▶申込方法　電話でお申し込みください。

問 福祉総務課 地域福祉班 ☎ 30-0238

▶運動期間　9 月 21 日土～ 30 日🈷

▶運動標語

「急がずに マナーとゆとりで 交通安全」

子供と高齢者の安全な通行の確保

　道路を安全に通行するためには日ごろから正し

い交通ルール・マナーを確認しておくことが大切

です。

高齢運転者の交通事故防止

　加齢などによる身体機能の変化に十分注意した

行動を心がけ、交通事故を未然に防ぎましょう。

　また、運転免許証の返納などについて家族で話

し合いましょう。

夕暮れ時と夜間の事故防止

　日没が早まるこれからの時期は、歩行者は反射

材の着用を心がけ、自転車や自動車は早めにライ

トを点灯するなど、お互いに注意することが大切

です。

シートベルトとチャイルドシート着用の徹底

　シートベルトは全ての座席で着用が義務づけ

られています。車に乗る際は必ずシートベルトと

チャイルドシートを着用しましょう。

飲酒運転の根絶

　お酒を飲んだら「乗らない」、お酒を飲んだ人

に「運転させない」、運転する人にはお酒を「飲

ませない」。飲酒運転根絶のためこの３つを必ず

守りましょう。

第 41回鹿角市交通安全市民大会

　上方落語界に咲いた一輪のバラ、きり亭たん方

さんの華麗で小粋な高座をぜひ

ご覧ください。

▶日時　９月２０日金

　　　　10 時～ 12 時

▶場所　文化の杜交流館コモッ

セ

▶内容　交通安全功労者表彰、アトラクション　

『落語　きり亭たん方（秋田県住みます芸人）』

※入場は無料です。お気軽にご来場ください。

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

手話をより身近なコミュニケーションツールに

9 月 30 日は「交通事故死ゼロを目指す日」

手話奉仕員養成講座

秋の全国交通安全運動

行政 information

独
身者を対象に開講している市塾「恋愛指南

塾」のリアルイベント第 1 弾として、羽後

町との交流事業を開催します。塾生だけでなく、

どなたでも参加できます。

　バスで移動し、みんなでなべっこをして、羽後

町の方々と楽しく交流しましょう。

▶日時　10 月 13 日日 8 時～ 18 時

▶場所　羽後町アルカディア公園

※鹿角市役所に集合し、バスで移動します。

▶内容　羽後町の独身者と一緒に鍋などを調理し

ながら交流します。

▶対象　市内在住または市内に勤務する独身の方

▶定員　男女各 10 人

▶参加費　無料（現地での飲食代は自己負担）

▶申込方法　電話またはメールでお申し込みくだ

さい。

▶申込締切　10 月 9 日水

問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

　 e-mail seisaku@city.kazuno.lg.jp

幼
児教育無償化が 10 月から始まることに伴

い、第１子の新生児を出産された方に 10 万

円を支給する「ファーストベビー祝い金」制度は

本年９月末までの出生児をもって終了となります。

▶支給対象　平成 28 年 4 月 1 日～令和元年 9

月 30 日までに生まれた第１子の新生児を同一世

帯員として監護する保護者で、第１子出生日の１

年以上前から本市に住民登録があり、市税の滞納

がない方

▶申請期限　10 月 31 日木

問 子育て・長寿課 こども家庭応援班

　☎ 30-0235

市塾「恋愛指南塾」リアルイベント第 1 弾

支給の対象となる方へ

大人のなべっこ遠足 in 羽後町

ファーストベビー祝い金の申請はお早めに

ご
みの減量化や資源の再利用を推進するため、

ご家庭で不用になった古着・古布の回収を

行います。回収した古着・古布は中古衣料として

東南アジアなどへ輸送されるほか、工業用ぞうき

んとしてリサイクルされます。

▶日時　９月 23 日月 ８時～ 10 時

▶場所　市役所正面玄関前

▶対象　すべて洗濯済みのものに限ります。しみ

や小さな傷があっても回収します。

【家庭から排出される衣料品全般】

洋服、着物、帯、下着類、スーツ、制服など

【家庭から排出される古布全般】

タオル、タオルケット、毛布、カーテン、風呂敷、

シーツなど

▶対象外　ペットに使用したもの、濡れているも

の、布の切れ端やニットくず、布団や座布団など

の「わた」や「羽毛」が入ったもの、セーターな

どの毛糸製品、枕、布おむつ、毛足の長い毛布、カー

ペット、電気毛布など

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

取
引や証明に使う「はかり」などは、２年に

１度の検査が義務付けられています。忘れ

ずに受検しましょう。

　７月に実施した事前調査の結果をもとに検査を

行います。新たに受検を希望する方は、事前に産

業活力課までご連絡ください。

※指定日に来られない方は、開催日のいずれかに

受検してください。

▶検査対象　取引および証明に使用している計量

器（はかり、おもり、分銅など）

▶場所　交流センター

▶持参するもの　①受検する計量器②定期検査通

知書③検査手数料（計量器の種類や性能により、

１台につき 250 円～ 2,200 円。当日現金でお

支払いいただきます。）

問 産業活力課 商工・新エネ班 ☎ 30-0250

※参加資格については、各種競技種目の実施要項

によって異なりますので、詳しくはお問い合わせ

ください。

問 鹿角市体育協会 ☎ 23-5850

令
和 2 年 4 月に小学校へ入学するお子さんを

対象に、就学時健康診断を実施します。忘

れずに受診してください。

※当日は「就学時健康診断実施通知書」「母子健康

手帳」「上履き」を忘れずにお持ちください。

※幼稚園、保育園の「名札」を付けてご来校くだ

さい。

問 総務学事課 学事指導班 ☎30-0291

不用になった古着を再利用して、ごみ減量 ２年に１度の検査が義務付け

市民のスポーツ活動を促進令和 2 年度小学校入学予定者が対象

古着・古布の無料回収 令和元年度 特定計量器定期検査

第 46 回鹿角市スポーツ大会就学時健康診断日程のお知らせ

学校名 健診日 受付時間

大 湯 小 学 校 9 月20日金 13:40～ 13:50

十 和田 小 学 校 9 月25日水 13:40 ～ 14:00

平 元 小 学 校 9 月26日木 13:40 ～13:50

八幡平小学校 9 月30日月 13:40 ～ 14:00

花 輪 小 学 校 10 月 10日木 13:20 ～ 13:50

尾 去 沢 小 学 校 10 月 17日木 13:30 ～ 13:50

花 輪 北 小 学 校 10 月31日木 13:40 ～ 14:00

種目 開催日 会場

ダ ン ス 9 月1日日 交流センター

野 球
9 月1日日～
10 月 27 日日

城山野球場、
毛馬内球場

ソ フ ト テ ニ ス
9 月14 日土～
10 月13 日日

総合運動公園
テニスコート

バ ス ケ ット ボ ー ル 9 月 28 日土 セパーム（小坂町）

相 撲 9 月 29 日日 大湯相撲場

バ ド ミ ン ト ン 9 月 29 日日
十和田市民センター
体育場

バレーボ ール 9 月 29 日日 花輪第一中学校

剣 道 10 月 6 日日 アメニティパーク

卓 球 10 月 6 日日 記念スポーツセンター

パ ークゴ ルフ 10 月 6 日日 パークゴルフ公園

サ ッ カ ー 10 月 20 日日
総合運動公園
総合競技場

開催日 受付時間 対象地区

9 月10 日火
9 時～ 12 時
13 時～ 16 時

八幡平
十和田

9 月11日水
9 時～ 12 時
13 時～ 16 時

尾去沢
花輪
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リ
ズ
ム
運
動
教
室

（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

25
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ

ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

※
無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
1
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

けんこう information

　　

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
申
し

込
ん
で
い
な
い
が
受
け
た
い
と
い
う
方
は
、

健
康
ラ
イ
フ
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
❖
受
付
時
間　

13
時
～
15
時

❖
対
象　

・
前
立
腺
が
ん
検
診
：
50
歳
以
上
の
男
性

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
：
40
歳
以
上
で
一
度

も
市
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方

※
同
じ
会
場
で
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
も

行
っ
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す

る
方
で
、
検
便
容
器
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

は
、
健
康
ラ
イ
フ
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　　

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
申
し

込
ん
で
い
な
い
が
受
け
た
い
と
い
う
方
は
、

健
康
ラ
イ
フ
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
期
間　

９
月
17
日
火
～
10
月
23
日
水

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　　

９
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
10
月

１
日
以
降
は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険
者
証
は
、
細

か
く
切
っ
て
破
棄
す
る
か
、
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
新
し
い
被
保
険
者
証
は

「
緑
色
」
に
、
退
職
被
保
険
者
証
は
「
黄
土
色
」

に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　　

被
保
険
者
証
の
記
載
の
内
容
が
変
更
に
な

る
場
合
に
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

全
員
の
被
保
険
者
証
を
持
参
し
て
、
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

悩
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
※

緩
和
ケ
ア
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
行
う
、
身
体
的
・

精
神
的
な
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
の
ケ
ア

❖
テ
ー
マ　
「
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い 

緩
和

ケ
ア
」

❖
日
時　

９
月
７
日
土 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

講
堂

❖
講
師　

似
鳥 

慎
子
氏
（
か
づ
の
厚
生
病
院 

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー 

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

❖
参
加
費　

無
料

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

介
護
予
防
班 

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
30
代
さ
ん

ま
る
健
診

❖
日
時　

９
月
17
日
火 

13
時
30
分
～
14
時
30
分

❖
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　

❖
対
象　

・
国
保
（
40
歳
以
上
）
の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

・ 

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
で
受
診
券
を
お

持
ち
の
方

・
30
歳
～
39
歳
で
健
康
診
断
の
機
会
の
な
い
方

❖
持
ち
物　

被
保
険
者
証
、
受
診
券
、
自
己

負
担
金
（
国
保
・
後
期
高
齢
者
以
外
）

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎ 

30
‐
０
１
１
９

　

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
で
あ
る
の
に
、

国
保
の
被
保
険
者
証
が
届
い
た
方
は
国
保
を

脱
退
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

国
保
資
格
が
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
保
の
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
医
療

機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険
者
負
担
分

（
か
か
っ
た
医
療
費
の
７
割
～
8
割
）
を
返

納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
・
医
療
受
給
者
証
は
忘
れ
ず
に

病
院
に
提
示
し
ま
し
ょ
う

　

受
診
の
際
は
被
保
険
者
証
を
病
院
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
被
保
険
者
証
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
種
医
療
受
給
者
証(

高
齢
受
給

者
証
・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
な
ど)

を
お

持
ち
の
方
も
同
様
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

提
示
が
な
い
場
合
、
医
療
費
の
請
求
が
適
切

に
行
わ
れ
ず
、
病
院
で
の
窓
口
負
担
が
増
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

領
収
書
は
き
ち
ん
と
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

高
額
療
養
費
な
ど
の
国
保
給
付
の
申
請

に
、
医
療
機
関
や
薬
局
か
ら
の
領
収
書
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 
市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
で
最
も
多
い
病

気
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
方
も
、
が
ん
で

10
月
1
日
か
ら
の
新
し
い
国
保

被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

前
立
腺
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

胃
が
ん
検
診

▪
日
時　

９
月
20
日
金  

10
時
～
11
時

▪
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

団
体
活
動
室

問 

子
育
て
・
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

介
護
保
険
制
度
説
明
会

か
づ
の
多
職
種
連
携
を
進
め
る

会
主
催
「
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」

　

国
保
の
加
入
者
に
限
ら
ず
、
参
加
費
無
料

で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

２
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

13
日
金
10
時
～
／
大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 

湯
都
里
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室

（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

20
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

22
日
日
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

24
日
火
13
時
30
分
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

／
水
分
補
給
の
飲
料

9
月
の
健
康
教
室

語
呂
合
わ
せ
で
楽
し
く
栄
養
を
と
ろ
う
！

低
栄
養
を
予
防
す
る
食
材
の
頭
文
字　

さ
あ
に
ぎ
や
か
に
い
た
だ
く

９月の献血車訪問

とき 受付時間 ところ

６日金
12 時 45 分～ 13 時 30 分 福祉プラザ

14 時 20 分～ 15 時 30 分 信用組合花輪支店

14 日土
9 時 30 分～ 11時 10 分 いとく鹿角ショッピン

グセンター12 時 30 分～ 16 時 30 分

15 日日
9 時～11時 40 分 交流センター

（元気フェスタ）13 時～ 15 時

＊ 400 ミリリットル献血にご協力をお願いします。

輸血患者の副作用軽減につながります。

10
月
3
日
木
、
4
日
金

10
月
1
日
火
、
2
日
水

9
月
26
日
木
、
27
日
金

日
に
ち

コ
モ
ッ
セ

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

交
流
セ
ン
タ
ー 場
所

①
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き

②
市
外
へ
転
出
す
る
と
き

③
学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き

④
社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
と
き

⑤
世
帯
主
の
変
更
や
住
所
変
更
を
し
た
と
き

9
月
の
集
団
健
診

　

病
気
の
予
防
や
健
康
増
進
の
た
め
に
は
、

様
々
な
栄
養
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
お

い
し
く
食
べ
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

か
な　
（
青
魚
や
鮭
）

青
魚
は
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
良
い
油
が
豊

富
で
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
働
き
や
疲
労

回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

さ

い
そ
う　
（
ひ
じ
き
、
わ
か
め
、
の
り
、
こ

ん
ぶ
、
も
ず
く
な
ど
）

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
。
海

藻
類
は
酢
や
油
と
組
み
合
わ
せ
る
と
栄
養
成

分
が
効
率
よ
く
と
れ
ま
す
。

か
も　
（
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
、
さ
と

い
も
、
や
ま
い
も
な
ど
）

根
菜
類
は
お
な
か
の
中
を
お
掃
除
し
て
、
腸

内
環
境
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

い
ま
ご　

さ
ま
ざ
ま
な
調
理
法
が
あ
り
、
簡
単
に
た
ん

ぱ
く
質
が
摂
れ
ま
す
。
ま
た
、
卵
の
た
ん
ぱ

く
質
は
良
質
な
た
め
、
１
日
１
個
を
目
安
に

食
べ
ま
し
ょ
う
。

た
い
ず　
（
納
豆
、
豆
腐
、
油
揚
げ
、
高
野
豆

腐
な
ど
）

「
畑
の
肉
」
と
言
わ
れ
る
大
豆
は
、
良
質
な
た

ん
ぱ
く
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
。
豆
腐
な
ら

３
分
の
１
丁
、
納
豆
な
ら
１
パ
ッ
ク
を
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

だ
だ
も
の　

（
り
ん
ご
、
オ
レ
ン
ジ
、
キ
ウ
イ
、

い
ち
ご
、
ぶ
ど
う
な
ど
）

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
、
食
物
繊

維
も
摂
れ
ま
す
。１
日
２
０
０
ｇ
を
目
安
に
、

食
べ
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

く に

ぶ
ら　

適
度
な
油
脂
分
の
摂
取
は
、
細
胞
な
ど
を
つ

く
る
の
に
必
要
で
す
。

あ
く　
（
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
な
ど
）

良
質
な
た
ん
ぱ
く
源
の
代
表
。
高
齢
に
な
る

と
魚
を
食
べ
る
回
数
が
増
え
が
ち
で
す
が
、

１
日
１
食
は
肉
料
理
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

に
ゅ
う
に
ゅ
う　
（
牛
乳
、
乳
製
品
な
ど
）

た
ん
ぱ
く
質
と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
。
牛
乳

に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
比
較
的
吸
収
さ

れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ぎ
さ
い　
（
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
ト
マ
ト
、
は
く

さ
い
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
セ
ロ
リ
な
ど
）

皮
膚
や
粘
膜
を
健
康
に
保
ち
、
抵
抗
力
を
つ

け
て
く
れ
ま
す
。
色
の
濃
い
野
菜
と
薄
い
野

菜
を
取
り
合
わ
せ
て
１
日
３
５
０
ｇ
が
目
安
。

や
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子育て・学び information

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

❖
休
館
日　

９
月
３
日
火
～
６
日
金

ト
ワ
ダ
ッ
ク
の
わ
く
わ
く
土
曜
教
室

「
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

❖
日
時　

９
月
28
日
土 

10
時
～
11
時
30
分　

❖
ガ
イ
ド　

阿
部 

安
男
氏

❖
内
容　

十
和
田
図
書
館
を
出
発
し
、
錦
木
地

区
を
探
索
し
ま
す
。

郷
土
を
語
る
会 

野
外
学
習

❖
日
時　

9
月
21
日
土 

❖
場
所　

岩
手
県
二
戸
市 

九
戸
城
ほ
か

❖
講
師　

阿
部 

正
記
氏
（
郷
土
を
語
る
会
）

古
典
読
書
講
座
「
源
氏
物
語
」 

❖
日
時　

9
月
28
日
土 
13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
講
師　

小
田
島 

哲
夫
氏
（
元
高
校
教
員
）

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

講
座 

肩
の
凝
ら
な
い
「
民
俗
学
入
門
（
２
）
」

　

生
活
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
県
内
の
民
俗
行

事
の
由
来
や
鹿
角
の
風
俗
を
学
び
ま
す
。

❖
日
時　

9
月
29
日
日 

14
時
～
15
時

❖
講
師　

齊
藤 

壽じ
ゅ
い
ん胤
氏
（
秋
田
県
民
俗
学
会

副
会
長
）

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
22
‐
７
２
８
８

子育て・学び information

湖
南
を
知
る
会

❖
日
時　

９
月
７
日
土 

13
時
30
分
～

❖
講
師　

猪
股 
俊
彦
氏

❖
内
容　

明
治
22
年
1
月
～
2
月
に
湖
南
か
ら

父
十じ
ゅ
う
わ
ん
湾
へ
宛
て
た
書
簡
を
解
説
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
寄
贈
品
展

　

市
に
寄
贈
さ
れ
た
内
藤
湖
南
に
ま
つ
わ
る
貴

重
な
掛
け
軸
を
公
開
中
で
す
。

❖
展
示
期
間　

9
月
29
日
日
ま
で

問 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

❖
休
館
日　

９
月
10
日
火
～
13
日
金

古
文
書
読
み
方
講
座

❖
日
時　

９
月
19
日
木 

13
時
30
分
～
15
時　

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

会
議
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
講
師　

柳
澤 

裕
子
氏

❖
内
容　

尾
去
沢
銅
山
年
中
行
事
、
内
藤
調
一

の
出
陣
日
記
な
ど

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造
助
成
事
業

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

「
大
い
な
る
秋
田
」
公
演

　

プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
市
民
合
唱
で
上
演
し

ま
す
。

❖
日
時　

9
月
23
日
月 

14
時
～
16
時

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

❖
入
場
料　

一
般
2
千
円
（
当
日
２
５
０
０

円
）、
学
生
１
千
円

※
全
席
自
由
、
未
就
学
児
入
場
不
可

鼓こ

ど

う童　

交
流
公
演
２
０
１
９

　

太
鼓
を
中
心
と
し
た
伝
統
的
な
音
楽
芸
能
に

無
限
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
現
代
へ
の
再
創

造
を
試
み
る
太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」。
太
鼓

の
魅
力
を
見
て
、
聴
い
て
、
叩
い
て
感
じ
る
公

演
で
す
。

❖
日
時　

10
月
19
日
土 

15
時
～
16
時
30
分

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

❖
入
場
料　

大
人
２
５
０
０
円
（
当
日
３
千

円
）、
高
校
生
以
下
１
千
円
（
当

日
１
５
０
０
円
）

❖
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

コ
モ
ッ
セ

窓
口
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
大

湯
支
所
、
小
坂
町
セ
パ
ー
ム
、

ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル
、
鼓
童

チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

鹿
角
市
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

～
風ふ
り
ゅ
う流 

秋
田
の
盆
踊
り
～

　

県
内
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
盆
踊
り
が
競
演
し

ま
す
。

❖
日
時　

12
月
１
日
日 

13
時
～

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

❖
出
演
団
体　

毛
馬
内
盆
踊
保
存
会
、
花
輪
の

町
踊
り
保
存
会

❖
ゲ
ス
ト
出
演　

西
馬
音
内
盆
踊
保
存
会
、

一ひ

と

い

ち

日
市
郷
土
芸
術
研
究
会

❖
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

９
月
20
日
金 

～　

❖
入
場
料　

５
０
０
円
（
当
日
８
０
０
円
）

※
全
席
指
定
、
未
就
学
児
入
場
不
可

❖
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

コ
モ
ッ
セ
窓
口
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
大
湯
支
所
、
小
坂
町
セ
パ
ー
ム
、

ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル

問 

文
化
の
杜
交
流
館 

☎
30
‐
１
５
０
４

先
人
顕
彰
館

花
輪
図
書
館

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

鹿
角
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
カ
レ
ッ
ジ 

十
和
田
図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

　

毎
月
5
日
を
「
声
か
け
運
動
」
の
日
と
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登

校
中
の
子
ど
も
た
ち
に
声
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

❖
日
時　

９
月
５
日
木 

７
時
15
分
～
８
時　

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

❖
日
時　

９
月
14
日
土 

９
時
～
16
時　

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
講
師　

後
藤 

の
り
子
氏(

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー)

❖
内
容　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
や
面
接
な
ど

を
意
識
し
た
話
し
方
、
聞
き
上
手
に
な
る
方
法

を
体
感
的
に
学
び
ま
す
。

　
問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

Ｊ
＆
Ｂ
の
会

「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
＆
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
」

　

前
回
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
お
さ
ら
い
や
新
し

い
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
ま
す
。
手
作
り
お

や
つ
は
色
々
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
で
す
。
童
心
に
か

え
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

❖
日
時　

9
月
18
日
水 

10
時
～
13
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

調
理
室
、
和
室

（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
参
加
費　

3
０
０
円

❖
定
員　

20
人

❖
対
象　

市
内
の
孫
か
て
中
の
方
ま
た
は
孫
か

て
世
代
の
方

❖
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
内
履
き

子
育
て
く
す
く
す
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

「
マ
マ
が
輝
く
美
活
～
メ
イ
ク
・
ス
キ
ン
ケ
ア

レ
ッ
ス
ン
～
」

　

メ
イ
ク
方
法
や
正
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
方
法
な

ど
知
っ
て
得
す
る
講
座
で
す
。
自
分
の
肌
年
齢

は
い
く
つ
？
い
つ
ま
で
も
輝
く
マ
マ
で
い
る
た

め
に
美
を
求
め
る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

❖
日
時　

10
月
４
日
金 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
講
師　

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー

❖
参
加
費　

１
０
０
円

❖
定
員　

30
人

❖
対
象　

市
内
の
子
育
て
中
の
方

※
託
児
無
料
（
要
予
約
）

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
日
＆
あ
の
ね
の
日

❖
日
に
ち　

9
月
5
日
木
（
保
健
師
）

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
日

❖
日
に
ち　

9
月
19
日
木

み
ら
い
Ｄ
Ｅ
あ
そ
ぼ
「
ね
ん
ね
さ
ん
の
会
」

❖
日
に
ち　

9
月
26
日
木

奏
＆
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ

❖
日
に
ち　

9
月
30
日
🈷

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

元
気
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
食
堂
in
十
和
田 

　

調
理
ス
タ
ッ
フ
と
Ｊ
＆
Ｂ
の
会
メ
ン
バ
ー
が

腕
に
よ
り
を
か
け
て
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち

に
う
ど
ん
を
提
供
し
ま
す
。

❖
日
時　

９
月
11
日
水 

15
時
～
18
時

❖
場
所　

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

❖
参
加
費　

無
料

❖
対
象　

十
和
田
地
区
の
小
中
高
生

※
10
月
は
平
元
地
区
で
開
催
予
定

お
子
さ
ん
の
具
合
が
悪
く
て
も
仕
事
が
休
め
な

い
方
へ　

　

病
気
や
け
が
で
通
園
・
通
学
で
き
な
い
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
市
内
の
ど
な
た
で

も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

❖
利
用
料　

1
千
円
（
1
日
）

問 

病
児
保
育
室 

な
お
～
れ 

☎
23
‐
２
２
２
０

※（花）（八）（尾）（十）（大）は、花輪・八幡平・尾去沢・十和田・大湯を指します。

問 子育て・長寿課 こども家庭応援班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付開始

6日金 3歳児健診 平成 28 年４月生（十、大）、平成 28 年 5 月生（八、尾） 12時 45分

9日🈷 乳児相談（8～10か月児）
平成 30 年 11 月生（全地区）、平成 30 年 12 月生（全

地区）
9時45分

18日水 3～ 4か月児健診 令和元年５月生（全地区） 12時 45分

19日木 １歳６か月児健診
平成 30 年 1 月生（尾、十、大、花）、平成 30 年 2

月生（八、尾）
12時 45分

24日火 乳児相談（4～5か月児） 平成 31 年 4 月生（全地区） 9時45分

乳幼児の健診カレンダー

誕生日の思い出に写真を掲載してみませんか。（未就学児のお子さんに限ります）
詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までご連絡ください。

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

秋
の
声
か
け
運
動
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

病
児
保
育
室 

な
お
～
れ

児
童
セ
ン
タ
ー

今月のお誕生日

平
成
28
年
9

月
9

日
生
／
十
和
田

父 

由
徳
さ
ん
・
母 

美
加
子
さ
ん

　家族のムードメーカーでいつ

も周りを明るくしてくれる由星く

ん♥自分で出来ることも増えて

素敵なお兄さんです★

青山 由
ゆうせい

星くん　➌歳

毛馬内の盆踊 花輪の町踊り



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
ー
１
１
２
２

情
報
の
広
場

2019 年 9 月号19 KAZUNO CITY 2019 年 9 月号 18KAZUNO CITY※９月30 日月は国民健康保険税第 3 期の納期限です。

期
間
：
9
月
4
日
水
ま
で 

時
間
：
平
日 

8
時
30
分
～
19
時
、

土
日 

10
時
～
17
時

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

※
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

相
談
専
門
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

問
秋
田
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
１
４
４
３

日
時
：
9
月
6
日
金 

11
時
～
16
時

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

内
容
：
会
員
登
録
の
受
付
、
お
相
手

検
索
、
結
婚
に
関
す
る
相
談

申
込
：
完
全
予
約
制
の
た
め
、
利
用

を
希
望
す
る
本
人
が
、
開
設
日
の

2
日
前
ま
で
に
（
☎
０
８
０
０
‐

８
０
０
‐
０
４
１
３
）
ま
で
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

☎
30
‐
０
２
０
５

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
相
談
窓
口
を
案
内
し
、
消
費

生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
際
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
30
‐
０
２
５
８

　

保
護
者
を
対
象
と
し
た
教
育
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
２
日
水 

10
時
～
15
時

場
所
：
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
：
９
月
19
日
木

申
込
方
法
：
在
籍
す
る
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会 

総
務
学
事
課　

☎
30
‐
０
２
９
１

日
時
：
9
月
22
日
日
8
時
集
合

集
合
場
所
：
㈲
プ
レ
・
テ
ッ
ク
前

申
込
締
切
：
9
月
17
日
火

※
少
雨
決
行
、
ゴ
ミ
袋
を
配
布
し
ま
す
。

問
市
民
共
動
課 

環
境
生
活
班　

☎
30
‐
０
２
１
９

　

下
流
側
の
砂
森
会
館(

駒
形
・
田

代
神
社)

か
ら
鹿
角
地
域
振
興
局
裏

側
ま
で
の
96
ｍ
の
区
間
で
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
円

滑
な
施
工
の
た
め
大
堰
の
流
量
を
必

要
最
小
限
に
し
ま
す
。
ま
た
、
付
近

の
道
路
は
一
部
交
通
規
制
が
掛
か
る

ほ
か
、
大
型
車
な
ど
が
通
行
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施
工
期
間
：
９
月
２
日
🈷
～
11
月
29

金
（
予
定
）

問
鹿
角
地
域
振
興
局 

農
村
整
備
課 

☎
23
‐
２
２
４
３

日
時
：
11
月
８
日
金 

９
時
30
分
～

12
時
、
13
時
～
15
時
30
分

場
所
：
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
：
10
月
8
日
火

講
習
料
：
１
８
５
９
０
円
（
新
規
受

講
者 

）

問
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防

止
協
会 

秋
田
県
支
部

☎
０
１
８
‐
８
３
７
‐
７
７
６
２

　

２
０
２
０
年
4
月
1
日
か
ら
原
則

屋
内
禁
煙
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
厚

生
労
働
省
で
は
、
職
場
で
の
受
動
喫

煙
防
止
対
策
と
し
て
、
中
小
企
業
に

喫
煙
専
用
室
の
設
置
な
ど
の
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
上
限
額
：
１
０
０
万
円

助
成
率
：
2
分
の
１
（
飲
食
店
は
３

分
の
２
）

問
秋
田
労
働
局 

健
康
安
全
課

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
３

日
時
：
９
月
８
日
日 

13
時
30
分

場
所
：
Ｍ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ

内
容
：
講
演
「
八
郎
太
郎
伝
説
と
八

郎
信
仰
の
地
を
訪
ね
て
」、
民
話
語
り

問
あ
き
た
民
話
の
会
（
北
村
）

☎
０
９
０
‐
４
８
８
６
‐
５
１
５
３

　

上
沼
牧
野
跡
地
を
、
か
つ
て
の
広

葉
樹
の
森
に
復
元
す
る
た
め
の
植
樹

を
行
い
ま
す
。

日
時
：
9
月
７
日
土 

10
時
～
12
時

場
所
：
上
沼
牧
野
跡
地

申
込
締
切
：
9
月
3
日
火

問
米
代
川
源
流
自
然
の
会
（
黒
澤
）

☎
37
‐
２
１
４
４

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
セ
ン
タ
ー
の
開
設

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

就
学
や
教
育
に
関
す
る
相
談
会

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科

大
学
校
受
験
者
募
集

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
補
講

犬
の
し
つ
け
方
教
室

楽
器
講
習
会

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

錦
木
バ
イ
パ
ス
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

花
輪
大
堰
の
改
修
工
事

受
付
期
間
：
９
月
５
日
木
～
30
日
🈷

受
験
資
格
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
、

高
卒
者
（
見
込
含
む
）
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
む
）

問
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大

館
出
張
所 

☎
42
‐
１
３
９
８

日
時
：
10
月
5
日
土 

11
時
（
受
付

10
時
50
分
～
）

場
所
：
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク 

ア
リ
ー
ナ

内
容
：
散
歩
の
仕
方
や
ほ
め
方
、
叱

り
方
な
ど
、
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
方
を

学
び
ま
す

講
師
：
秋
田
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

定
員
：
15
組
程
度
（
犬
同
伴
可
）

持
ち
物
：
リ
ー
ド
、
犬
の
お
や
つ
、

キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
（
使
用
し
て
い
る

場
合
）

問
秋
田
県
獣
医
師
会 

鹿
角
支
部 

☎
25
‐
３
３
１
１

　

あ
け
び
つ
る
で
パ
ン
か
ご
を
作
ろ
う

日
時
：
９
月
21
日
土 

9
時
30
分
～

15
時

場
所
：
八
幡
平
大
沼
茶
屋
湖

定
員
：
15
人
（
最
少
催
行
人
数
4
人
）

参
加
費
：
３
５
０
０
円

対
象
：
小
学
生
以
上

持
ち
物
な
ど
：
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

（
エ
プ
ロ
ン
な
ど
）

問
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
31
‐
２
７
１
４

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
・
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
・

ド
ラ
ム

日
時
：
９
月
29
日
日 

14
時
～
16
時

場
所
：
Ｍ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｍ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ 

☎
30
‐
０
５
０
０

　

9
月
、10
月
は
国
土
交
通
省
の「
自

動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」
強
化
月

間
で
す
。
日
ご
ろ
の
点
検
で
運
転
中

の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
回
避
で
き
ま

す
。
車
の
健
康
管
理
は
人
の
命
や
環

境
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

安
心
安
全
の
た
め
に
車
の
点
検
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
東
北
運
輸
局 

秋
田
運
輸
支
局

☎
０
１
８
‐
８
６
３
‐
５
８
１
４

第
１
回
国
際
料
理
教
室

第
25
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
祭

上
沼
の
森 

植
樹
会　

八
幡
平
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

あ
き
た
民
話
の
会
創
立
二
十

周
年
記
念
講
演
と
語
り

■出張年金相談（鷹巣年金事務所）

相談日：９月４日水、11 日水、18日水、

25日水／相談場所：市役所１・２会議室／

開設時間：9時30分～12時、13時～15

時30分 ＊相談日の１カ月前から前日までに

鷹巣年金事務所への予約が必要です。基礎

年金番号のわかる年金手帳や年金証書をご

準備の上、電話で予約してください。

問鷹巣年金事務所 お客様相談室

☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）

相談日：9月10日火／相談場所：市役所

会議室 ／受付時間：13時30分～16時

問市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

■無料土地・家屋相談（土地家屋調査士）

相談日：９月１７日火／相談場所：交流セン

ター ／受付時間：13時30分～15時30

分 ＊前日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎ 30-0258

■無料弁護士相談（秋田弁護士会）

①相談日：9 月 12 日木／相談場所：交流

センター／受付時間：13 時 30 分～ 16

時／担当：熊谷 克史 弁護士

②相談日：9 月 26 日木／相談場所：交流

センター／受付時間：13 時 30 分～ 16

時／担当：山口 謙治 弁護士＊どちらも前

日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎ 30-0258

今月の相談日程

県
北
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
集
会

第
13
回
鹿
角
市
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

収集日 地区 集積箱設置

9 月15 日日 十和田

松山自治会館玄関脇／第 14 分団番屋脇（松ノ木）／錦木

地区市民センター玄関脇／ JA グリーンセンター十和田店

入口脇／十和田市民センター萱町側出入口／下芦名沢自治

会館玄関脇／柳沢商店脇（中滝）／箒畑自治会館玄関脇

／フォーラムゆぜ玄関脇／大湯地区市民センター体育館玄

関脇／ストーンサークル館事務所入口／草木地域活動セン

ター脇

9 月22 日日

八幡平

青沢商店自販機脇（坂比平）／谷内地区市民センター玄関

脇／湯瀬ふれあいセンター機械室入口／旧八幡平市民セン

ター玄関脇／大里自治会館玄関脇／長内集会施設前／松館

奈良商店三叉路ごみ集積所脇

尾去沢 尾去沢市民センター玄関脇／駒ヶ峯施設工業事業所玄関脇

花 輪

菅原電気店舗脇／福祉保健センター第一駐車場車庫隣／ア

メニティ倶楽部ハウス東側駐車場脇／乳牛自治会館玄関脇

／交流センター玄関脇／旧アニモ A コープ柴平店玄関脇

／柴平地域活動センター玄関脇

▶ 出し方の注意点
❶テープの巻き付けはしないでください。 
❷蛍光管を入れた箱や袋は持ち帰りください。 
❸事業所から排出されたものは対象外です。
❹電球やハロゲン球は不燃ごみに出してください。

問 鹿角広域行政組合

   ☎ 22-2611

秋の廃蛍光管収集　集積箱設置場所は次のとおりです。朝 8 時 30 分までに出してください。

ア
ン
デ
ィ
と
作
ろ
う
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
家
庭
料
理

日
時
：
９
月
15
日
日 

10
時
～
14
時

場
所
：
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

調
理

室(

コ
モ
ッ
セ
内)

参
加
費
：
1
千
円

定
員
：
20
人

問
鹿
角
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
22
‐
６
０
８
８

日
時
：
９
月
23
日
月 

9
時
～

場
所
：
か
づ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
公
園

参
加
費
：
１
５
０
０
円

申
込
締
切
：
９
月
16
日
月

問
ア
ル
パ
ス 

☎
23
‐
８
０
０
０

日
時
：
９
月
29
日
日 

９
時
30
分
～

15
時

場
所
：
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
費
：
６
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
田
島 

光
子 

☎
23
‐
４
２
８
４

日
時
：
9
月
29
日
日 

13
時
～

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化
ホ
ー
ル

参
加
費
：
1
千
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
鹿
角
市
芸
術
文
化
協
会

☎
23
‐
３
３
５
１

場
所
：
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

※
年
会
費
は
８
０
０
円
で
す
。

◎
健
康
体
操
教
室

日
時
：
９
月
２
日
🈷
、
９
日
🈷
、
30

日
🈷 

９
時
30
分

参
加
費
：
登
録
会
員
２
５
０
円
、
非

会
員
５
０
０
円

◎
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室

日
時
：
9
月
5
日
木
、
12
日
木
、
19

日
木
、
26
日
木 

14
時

参
加
費
：
登
録
会
員
３
０
０
円
、
非

会
員
５
０
０
円

◎
に
こ
に
こ
健
康
教
室

日
時
：
9
月
6
日
金
、
20
日
金
、
27

日
金 

10
時

参
加
費
：
登
録
会
員
５
０
０
円
、
非

会
員
6
０
０
円

問
十
和
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
37
‐
２
８
７
０

十
和
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金

防
衛
大
学
校

防
衛
医
科
大

学
校 

看
護
科

防
衛
医
科
大

学
校 

医
学
科

①
試
験
日 

②
試
験
会
場

①
11
月
９
日
土
・
10
日
日

②
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

①
10
月
19
日
土

②
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

①
10
月
26
日
土
・
27
日
日

②
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
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れ
た
「
芦
名
沢
大
太
鼓
」
は
、
奈
良

時
代
に
金こ

ん
こ
う
み
ょ
う
じ

光
明
寺
十じ

ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん
ど
う

一
面
観
音
堂(

現 

葦あ
し
な名

神
社)

が
建
立
さ
れ
た
時
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら

伝
承
さ
れ
て
い
る
大
太
鼓
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。

　

後
継
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
な
か
、

上
芦
名
沢
自
治
会
と
と
も
に
芦
名
沢
大

太
鼓
保
存
会
が
中
心
と
な
り
、
若
い
世

代
に
打
ち
手
を
指
導
し
な
が
ら
、
芦
名

沢
大
太
鼓
を
後
世
に
繋
い
で
い
け
る
よ

う
、
伝
承
・
保
存
活
動
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

市
内
の
自
治
会
で
は
、
若
い
人
た
ち

が
少
な
く
な
り
、
年
配
の
方
が
増
え
て

い
る
自
治
会
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
自
治
会
も
そ
の
一
つ
で
す
が
、

他
に
誇
れ
る
伝
統
文
化
や
財
産
を
守
り

な
が
ら
、
魅
力
あ
る
自
治
会
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下
芦
名
沢
自
治
会
は
小
坂
町
と
の
境

界
に
近
い
山
根
地
区
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
エ
リ
ア
は
、
高
清
水
自
治
会
や
長
者

久
保
自
治
会
、
上
芦
名
沢
自
治
会
と
と

も
に
昔
は
小
坂
町
の
一
部
で
し
た
が
、

昭
和
30
年
の
町
村
合
併
で
旧
十
和
田
町

に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
の
活
動
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
臨
時
着
陸
場
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
山
根
農
村
公
園
の
草
刈
り
や
区
域
内

の
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
を
、
山
根
地

区
の
各
自
治
会

と
協
力
し
な
が

ら
行
っ
て
お
り
、

環
境
保
全
や
環

境
美
化
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成

21
年
に
市
の
指

定
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ

後
世
に
魅
力
を
繋
げ
る
自
治
会

おらほの自治会 下芦名沢自治会（十和田山根）

工藤 正廣さん

下芦名沢自治会　会長　

Masahiro Kudou

◉市役所

下芦名沢自治会

34 世帯

約120 人

問 市民共動課 共動推進班

　 ☎ 30-0202

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

有
限
会
社 

森
谷
製
作
所

鹿
角
の
企
業 

い
い
ね
！

　

昭
和
50
年
7
月
に
森
谷
製
作
所
を
設

立
し
ま
し
た
。
平
成
2
年
12
月
に
法
人

に
移
行
し
、
現
在
の
従
業
員
数
は
21
人

（
う
ち
約
7
割
が
女
性
）
で
す
。
平
成

30
年
7
月
に
代
表
取
締
役
を
交
代
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
草
刈
り
機
・
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
と
い
っ
た
農
機
具
部
品
や
自
動
車

電
装
部
品
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品

の
成
形
と
組
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会社概要

代
表
取
締
役
　
森
谷 

敦
史
さ
ん

　
「
品
質
第
一
・
納
期
厳
守
・
相
互
利

益
の
追
求
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

お
客
さ
ま
の
た
め
に
日
々
業
務
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
の
未
来
を
従
業
員
と
共

に
見
据
え
、
活
気
あ
る
企
業
を
目
指
し
、

若
い
力
も
取
り
込
み
な
が
ら
、
会
社
や

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

代表から

企業ホームページ：http://www.moriya-ss.net

ウチの会社のここがスゴイ

成形リーダーの阿部さんの会社自慢

　自分たちのアイデアで、作業環境を改善しながら

頑張っています。

❖所在地　尾去沢字前田107-1

❖設立　昭和50年7月

❖代表者　森谷 敦史

❖連絡先　☎23-7338

代表取締役

森谷 敦史さん

会社外観

い
う
心
配
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
相
談
料
に
つ
い
て
は
、
相
談
希
望

者
の
収
入
や
預
金
の
額
に
よ
り
、
無
料

で
法
律
相
談
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
で
も
、
相
談
料
は
基
本

30
分
５
千
円
（
税
抜
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
無
料
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
は
、
も
う
少
し
細
か
い
こ

と
を
お
伺
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
当
事
務
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
家
族
構
成
や
同
居
さ

れ
て
い
る
方
の
収
入
な
ど
を
伺
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
無
料
法
律
相
談
が
可
能

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
質
問
で

す
の
で
、
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
弁
護
士
費
用
も
、
負
担
が
減

ら
せ
る
よ
う
に
、
分
割
で
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
利
用
し
や
す

い
法
テ
ラ
ス
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

法
テ
ラ
ス
鹿
角
法
律
事
務
所
も
こ
の

９
月
で
開
設
５
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
角
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
各
所

の
皆
さ
ま
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

初
代
の
寺
井
研
一
郎
弁
護
士
が
鹿
角

に
着
任
し
て
以
来
、
だ
れ
に
で
も
司
法

サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く
よ
う
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

市
の
福
祉
関
係
部
署
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
皆
さ

ま
と
連
携
し
て
、
問
題
の
解
決
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
そ
の

成
果
が
少
し
ず
つ
表
わ
れ
て
き
て
い
る

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
「
弁
護
士
の
事

務
所
は
敷
居
が
高
い
」
と
い
う
お
話
を

伺
い
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
「
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
も
、
な
か

な
か
連
絡
し
に
く
い
、
と
い
う
方
も
ま

だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

連
絡
し
に
く
い
理
由
の
一
つ
は
、
料

金
が
い
く
ら
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
と

法の広場 問 法テラス鹿角 ☎0503383－1416

所在地

花輪字下花輪 50 番地

福祉保健センター内（２Ｆ）

電話番号

0503383-1416

相談受付時間

9 時～ 17 時 30 分

※要予約

尾崎 剛史 弁護士

法テラス鹿角

Takeshi Ozaki

お
か
げ
さ
ま
で
５
周
年

と
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
水
遊
び
が

で
き
て
う
れ
し
い
し
、
両
親
は
近
く
か

ら
見
守
れ
る
の
で
、
家
族
全
員
で
1
週

間
か
2
週
間
を
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

毎
年
１
回
は
行
く
の
で
、
大
人
に
な
っ

て
も
懐
か
し
い
場
所
で
す
。

　

海
に
行
く
に
は
、
車
で
ク
ロ
ア
チ
ア

ま
で
行
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
あ
る
安
い

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
利
用
し
て
、
飛

行
機
で
3
時
間
ぐ
ら
い
か
け
て
ギ
リ

シ
ャ
ま
で
行
っ
た
り
す
る
人
も
多
く
い

ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の

海
も
楽
し
い
で
す
が
、
バ
ラ
ト
ン
湖
は

欠
か
せ
な
い
場
所
で
す
。
今
年
の
6
日

間
の
一
時
帰
国
の
と
き
に
撮
っ
た
写
真
を

紹
介
し
ま
す
。

フェイスブック公開中。「鹿角ＣＩＲダンコー・アンドレア」で検索してください。  

バラトン湖に行ってきました

※
「
ハ
イ
ラ
ー
」
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
「
頑
張
れ
」
の
意
味

夏
の
お
出
か
け
、
海
か
湖

　

今
日
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
夏
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
長
い
夏
休
み
は
、

小
中
高
校
は
６
月
中
旬
、
大
学
は
７
月

ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
9
月
1
日
に
終
わ

り
ま
す
。
さ
て
、
こ
ん
な
に
長
い
休
み

を
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
学
校
は
部
活
が
無
く
、

バ
イ
ト
を
す
る
学
生
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
夏
休
み
は
色
々
な
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
り
、
公
園
で

友
達
と
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
た
り
、
近

く
の
野
外
プ
ー
ル
や
湖
で
水
遊
び
を
し

た
り
す
る
の
が
普
通
で
す
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
今
年
は
民

族
舞
踊
や
合
気
道
、
飛
行
機
の
模
型
製

作
、
陶
磁
器
作
り
な
ど
が
人
気
が
あ
る

そ
う
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
は
日
帰
り
の
も

の
か
ら
1
週
間
滞
在
す
る
も
の
ま
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
の
な
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
夏

と
言
え
ば
バ
ラ
ト
ン
湖
で
す
。
琵
琶
湖

と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
岸
に
近
い
と

こ
ろ
は
膝
や
腰
ま
で
と
浅
く
、
遠
浅
な

の
で
泳
ぎ
た
い
人
は
だ
い
ぶ
歩
か
な
い

国
際
交
流
員
ダ
ン
コ
ー
・
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
の

Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｒ
Á 

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
！

ハ

イ

ラ

ー

中央ヨーロッパに位置し、オーストリア・スロベニア・スロバキア・ウクライナ・ルーマニア・セルビア・クロアチアに囲まれた内陸国「ハンガリー」

イタリア

ドイツ

ポーランド

ウクライナ

ルーマニア

フランス

芦名沢大太鼓指定無形民俗文化財指定記念



9 月の行事予定（在宅当番医）

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17

時
～
20

時
、
土
曜
は
14

時
～
17

時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30

分
～
17

時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

人口と世帯（令和元年７月末現在） 男性：14,449 人 合計：30,618 人

12,951（世帯）女性：16,169 人

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1 2 3 4 5 6 7

福永医院
☎ 35-3117

笹村整形外科
☎ 30-0035

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

三ヶ田医院
☎ 31-1231

なかのクリニック
☎ 22-7335

福永医院
☎ 35-3117

いけがみクリニック
☎ 30-0111

8 9 10 11 12 13 14

かづの厚生病院
☎ 23-2111

長橋医院
☎ 23-7612

小坂町診療所
☎ 29-5500

三ヶ田医院
☎ 31-1231

大里医院
☎ 22-1251

いけがみクリニック
☎ 30-0111

本田医院
☎ 35-3002

15 16 17 18 19 20 21

笹村整形外科
☎ 30-0035

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

小坂町診療所
☎ 29-5500

鹿角中央病院
☎ 23-4131

なかのクリニック
☎ 22-7335

笹村整形外科
☎ 30-0035

福永医院
☎ 35-3117

22 23 24 25 26 27 28

かづの厚生病院
☎ 23-2111

小坂町診療所
☎ 29-5500

鹿角中央病院
☎ 23-4131

大里医院
☎ 22-1251

三ヶ田医院
☎ 31-1231

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

長橋医院
☎ 23-7612

29 30

大里医院
☎ 22-1251

本田医院
☎ 35-3002

秋の夜長は読書。今月の新刊。

　いよいよ来年は東京オ

リンピック開催。

　地域別の 5 巻シリー

ズで、オリンピック・パ

ラリンピックに参加して

いる 208 の国と地域が

全て紹介されています。

( 花輪 )

　世界最高齢のアプリ開

発者として一躍有名人と

なった著者の一冊。頑張

りすぎない「独学」で人

生 100 年時代を楽しむ

コツを伝授！（花輪）

　世界で初めてのワーキ

ングマザーのピアニスト、

クララ・シューマンの人

生を物語形式で活写。児

童書でありながら大人で

も読み込める 1 冊です。

（十和田）

　部活、友だち、将来の

こ と ･･･。10 代 の 悩 み

に寄り添うおすすめ本を、

作家や司書・医師が紹介

します。（十和田）

『 ＤＯＯＲ 』全 5 巻
帝国書院

独学のススメ
若宮 正子　著（中央公論新社）

音楽家の伝記 はじめに読む1冊　クララ・
シューマン

萩
は ぎ や

谷 由喜子　著　( ヤマハミュージックエン
タテインメントホールディングス )

答えは本の中に隠れている
岩波ジュニア新書編集部　編 ( 岩波書店 )

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫

○毛馬内コース

９月 10 日火

○大湯①コース
９月 12 日木・26 日木
○大湯②コース
9 月 13 日金・27 日金
○八幡平コース

９月 16 日月

○花輪コース

9 月 19 日木

○尾去沢コース

９月２0 日金

問 花輪図書館（コモッセ内）☎23－4471

十和田図書館 ☎35－3239

※尾去沢コースを次のとおり変更し

ています。

変更前　新堀・上山

　　　　13 時～ 13 時 50 分

変更後　尾去沢小学校前

　　　　13 時～ 13 時 50 分

※詳しくは十和田図書館にお問い合

わせください。

ストレッチポール教室

ココから体操教室

ゆったりヨガ教室

ちょ筋ストレッチ教室 浅利ゆみ先生の健康

体操教室

リズム体操教室

■無料総合相談 ■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■無料土地・家屋相談

大森親山獅子大
権現舞

かづの元気フェスタ

世
界

遺
産

世界遺産登録に向けて 問ストーンサークル館　☎ 37-3822

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出

す
る
た
め
の
遺
産
候
補
地
の
名
簿
で
あ

る
「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」
に
記
載

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
国
で
作

成
さ
れ
る
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
物
件
を
、
世
界
遺
産
委
員
会
に

推
薦
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
な
お
、
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
」
は
２
０
０
９
年
か
ら
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
の
中
か
ら
世

界
遺
産
へ
推
薦
で
き
る
物
件
は
、
原
則

各
国
一
年
に
一
件
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

推
薦
が
決
ま
っ
た
翌
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

調
査
機
関
の
委
員
が
現
地
調
査
を
行
い

ま
す
。　

　

世
界
遺
産
へ
推
薦
さ
れ
た
物
件
は
、

世
界
遺
産
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
登
録
、

情
報
照
会
、
登
録
延
期
、
不
登
録
い
ず

れ
か
の
決
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

は
、
２
０
２
1
年
の
登
録
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

大
湯
環
状
列
石

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

　

野
焼
き
（
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
）
に

よ
り
発
生
し
た
煙
や
臭
い
に
よ
る
苦
情

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
を
し
て
い
る
人
は
、
「
昔
か

ら
燃
や
し
て
き
た
か
ら
」
「
自
分
ひ
と

り
く
ら
い
な
ら
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
」

な
ど
、
簡
単
に
考
え
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
野
焼
き
は
、
法
律

に
よ
り
一
部
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
焼
却
や

法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
焼
却
炉
で
の
焼
却
も
禁
止
行
為
に

当
た
り
ま
す
。
野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、

健
康
被
害
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
ほ
か
、

悪
臭
・
煙
害
・
火
災
な
ど
地
域
住
民
の

迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

焼
却
禁
止
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
周
囲
へ
の
配
慮
と
し

て
最
低
限
マ
ナ
ー
を
守
り
、
焼
却
以
外

に
適
切
な
方
法
が
と
れ
る
場
合
は
、
安

易
に
焼
却
せ
ず
、
生
活
環
境
を
第
一
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

焼
却
禁
止
の
例
外

　
法
律
に
よ
る
罰
則
規
定

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併
科

※
焼
却
禁
止
の
一
部
の
例
外
を
除
く

問 

市
民
共
動
課　

環
境
生
活
班　

　

 

☎
30 

‐
０
２
２
４

ECO＆ LIFE

ECO

快
適
な
く
ら
し
の
情
報

野
焼
き
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

　

世
界
文
化
遺
産
へ
の
推
薦
候
補
に
決
定

登録までの流れ

登録を求める地域の政府機関が

候補地推薦、世界遺産暫定一覧表を提出

世界遺産センターによる形式審査

自然遺産候補

国際自然保護連合

（IUCN）による審査

文化遺産候補

国際記念物遺産会議

（I
イ コ モ ス

COMOS）による審査

世界遺産センターによる登録推薦の決定

世界遺産委員会による最終審議

正式登録

○ 
農
業
を
営
む
う
え
で
や
む
を
得
な
い

も
の
（
刈
り
草
や
果
樹
の
剪
定
枝
）

○ 

落
ち
葉
な
ど
の
焼
却
、
お
盆
や
彼
岸

の
地
域
の
行
事
な
ど

テレフォン病院 24 をご利用ください。

医師・看護師などが、健康や介護に関す

る相談をお聞きします。

☎ 0120-959-783

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

市議会９月定例会

▶日程　８月 30 日金本会議（開会）、9 月 9 日🈷～ 10 日火一般質問、

９月 11 日水～ 12 日木常任委員会、９月 19 日木本会議（閉会）

※都合により変更になる場合があります。

問 議会事務局 ☎ 30-0280

シルリハ体操教室

十和田市民センター

シルリハ体操教室

十和田市民センター

シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

シルリハ体操教室

福祉保健センター

シルリハ体操教室

福祉保健センター

シルリハ体操教室

八幡平市民センター

シルリハ体操教室

八幡平市民センター

2019 年 9 月号23 KAZUNO CITY 2019 年 9 月号 22KAZUNO CITY
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印
刷　

川
嶋
印
刷
株
式
会
社

こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、

再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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